
第 243 回企画展示 

明治 150 年 

～石川近代の夜明け～ 

 

期間 平成 30 年 8 月 1 日（水）～ 9 月 2 日（日） 

場所 石川県立図書館閲覧室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川県立図書館 

 

「島田一郎梅雨日記」初編 岡本 起泉‖綴  
芳川 春濤‖閲 歌川/房種‖画 島鮮堂 1879 

「加州金沢製糸場之図」 

西尾 慶治‖画  

 近広堂与作 (金沢) 

明治年間 

http://www.library.pref.ishikawa.lg.jp/toshokan/dglib/nisikie/l003.htm
http://www.library.pref.ishikawa.lg.jp/toshokan/dglib/nisikie/l004.htm
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展示によせて 

 
 

 今年は、明治元年（1868）から起算して満１５０年の年に当たります。その節目

として各地で明治をふりかえるイベントが行われています。 

 明治２年（1869）、版籍奉還が行われ、「加賀藩」から「金沢藩」へ、明治 4年（1871）

の廃藩置県で「金沢県」となり、何度か県域が変更され明治 16 年（1883）現在の

石川県となりました。 

明治 2年（1869）には、藩の急激な制度改革への反発から金沢城で執政本多政均

が暗殺され、明治 11 年（1878）には、新政府に対する不満から東京赤坂紀尾井町

で旧加賀藩士らによる参議大久保利通の暗殺事件が起りました。 

また、制度改革により武士を中心とした経済が衰退し、慢性的に景気が停滞しま

した。このような時代を背景に工芸の振興と教育に力を入れ、士族や工芸職人の救

済に結びついた殖産興業政策が行われました。加えて西洋の優れた知識や技術を取

り入れ、優秀な人材を育てるために外国人教師が招聘されました。 

今回の展示は「明治１５０年～石川近代の夜明け～」と題して 3つのテーマを中

心に資料を紹介します。「加賀藩の幕末～武士から士族へ・北海道開拓～」では、

武士（士族）を通して加賀藩の幕末から明治初期を辿る資料を、「殖産興業～伝統

工芸と近代工業へ～」では近代化の象徴ともいえる製糸工場の錦絵と明治初期に伝

統工芸の辿った歴史を知る資料を展示します。また「近代教育の夜明け～お雇い外

国人・宣教師・外国人が見た日本～」では、石川の学問や産業に貢献したお雇い外

国人や宣教師について、外国人から見た石川を紹介する資料を展示します。 

石川県の明治をふりかえり、現代石川県のルーツを感じ取っていただければ幸い

です。 

 

 

石川県立図書 
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※1～23 までは展示ケース内に展示しています。 

＜加賀藩の幕末 ～武士から士族へ・北海道開拓～＞ 

・1867（慶応 3）年 6 月 藩主前田慶寧が卯辰山を開拓し、養生所･撫育所を設置する。 

・1869（明治 2）年 8月 金沢藩執政本多政均が暗殺される。 

・1878（明治 11）年 5 月 旧加賀藩士島田一郎らが参議大久保利通を暗殺する。 

 

1 卯辰山開拓図絵 【K290.3/112】  芳智‖画 

2 卯辰山開拓録 【K292.2/1】 

開拓山人‖著 石川児遊 1869  

3 山辺沖右衛門嫡子山辺中士井口義平沖太郎一等［   ］殿中［   ］本多［   ］暗殺［   ］取調帳"  

 明治 2年 8月 7月 【本多政均関係文書 1】 

4 石川県士族本多弥一外三人口書 壬申（明治 5年）3月 【本多政均関係文書 53】 

5  石川県士族矢野策平外六人口書 壬申（明治 5年）3月 【本多政均関係文書 54】 

6  石川県卒芝木喜内･藤江松三郎口書 壬申（明治 5年）3月 【本多政均関係文書 55】 

7  石川県卒上田一二三･嶋田伴十郎口書 壬申（明治 5年）3月【本多政均関係文書 56】 

8 自刃の刑順次  【本多政均関係文書 181】  年未詳  

9 「最後の仇討」 【一般雑誌レキ/1978】 

杉森 久英‖著 （「歴史と旅」昭和 53年 3月号） 1978.3 

10 忠告社趣意書  【K315/1】 

忠告社‖編 吉本次郎兵衛 1875   

11 「忠告社員ノ建白書并に関係書写」【K310/14】  横地 永太郎写  

12 [紀尾井坂一件留] 【K326/12】 1878 

13 紀尾井坂事変 【K209.6/1】   1927 

14 紀尾井坂事変裁判ニ関スル書類 【K326/7】 横地永太郎写 1929.7 

15 斬姦状 【K326/2】 陸 義猶‖著 

16 島田一郎梅雨日記 初編～5 編 【K936/2/1-5】 

岡本 起泉‖綴 芳川 春濤‖閲 歌川/房種‖画 島鮮堂 1879  

 

＜殖産興業～伝統工芸と近代工業へ～＞ 

・1874（明治 7）年 3月 金沢製糸会社を長谷川準也と大塚志良が創立する。 

・1874（明治 7）年 6月 金沢で博覧会が開催される。 

・1900（明治 33）年 9月 津田米二郎が力織機を完成させる。 

 

17 加州金沢製糸場之図（レプリカ） 【K630/14】 

西尾 慶治‖画 近広堂与作 

18 金沢公園勧業博物館之図 【K06/1 饒石文庫 】 

石川県内務部第 2課‖編纂 有隣堂 1891 
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19 石川県勧業博物館創立十年略記 【K069/3】 

[石川県勧業博物館]‖編 石川県勧業博物館 1883 

20 近代化への夜明け前 [4] 明治の発明から「地域」を見る 石川県の古特許 【K507/1012】   

ネオテクノロジー 2015.5 

21 津田式織機発明者津田米次郎【K289/26】 

塚田 凡堂‖著 金沢繊交会 1937.4  

 

＜近代教育の夜明け～お雇い外国人・宣教師・外国人が見た日本～＞ 

・1867（慶応 3）年 7月 能登所口港よりアーネスト・サトウ一行、陸路大阪へ向かう。 

・1968（明治 2）年 8月 七尾に洋学所を設置、12月オズボーン七尾到着。 

・1885（明治 18）年 3月 ヘッセル女子が北陸学院の前身である金沢女子学校を設立する。 

・1889（明治 22）年 5月 パーシヴァル=ローエル、能登を旅行する。 

 

22 (金沢公園細図) 【K290.3/114】 

飯山 善汀‖図 

 ※金沢公園細図のうちのデッケンの住居として一時使われたといわれる兼六園内の金沢初の洋風建物

の図を展示 

23 金沢展覧会品目 人【K706.9/14/3】  1872 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考文献＞ 

『図説石川県の歴史』 高澤 裕一‖責任編集 河出書房新社 1988.12 

『激動の地方史』 「激動の地方史」制作委員会‖著 北陸放送 1992 

『石川県の歴史』 第 2版 （県史 17） 高澤 裕一‖著 河村/好光‖著 東四柳/史明‖著山川出版社 2013.12 

『前田慶寧と幕末維新 最後の加賀藩主の「正義」』 徳田 寿秋‖著 北國新聞社 2007.12  

『紀尾井町事件』 石川県立歴史博物館‖編集 石川県立歴史博物館 1999.4 

『明治維新と石川県誕生』 石川県立歴史博物館‖編集 石川県立歴史博物館 2018.4 
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『兼六園物語』 毎日新聞金沢支局‖編 新人物往来社 1974 

『兼六園の今昔 加賀百万石の庭』 下郷 稔‖著 中日新聞社 1999.3 

『オーズボン紀行 侍の娘と結ばれた英人一家を追って』今井 一良‖著 北国新聞社 1994.10  
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関連資料

タイトル 責任表示 出版者 出版年 請求記号

24 石川県の百年
橋本 哲哉‖共
著 林 宥一‖共
著

山川出版社 1987.8 K209/33

25 石川県の歴史

高澤 裕一‖著
河村 好光‖著
東四柳 史明‖
著

山川出版社 2000.3 K209/1003

26 図説石川県の歴史
高沢 裕一‖責
任編集

河出書房新社 1988.12 K209/38

27
激動の地方史 ドキュメント石川維新・デモク
ラシー・大戦

「激動の地方
史」制作委員会
‖著

北陸放送 1992 K209/43

28 写真図説金沢の五〇〇年 田中 喜男‖著 国書刊行会 1982.6 K222/72

29 加賀藩における幕末維新期の動向 徳田 寿秋‖著 徳田寿秋 2002.2 K209.6/1002

30 追憶の構図 写真集 輪島百年

映像の輪島百年
史編纂委員会‖
編 能登印刷出
版部‖編

輪島青年会議
所

1984.3 K214/5

31
20世紀の照像 石川写真百年・追想の図譜 改
編版

能登印刷出版
部

2003.2 K209.6/1004

32
明治維新と石川県誕生 平成30年度春季特別展
[石川県立歴史博物館展示図録]

石川県立歴史博
物館‖編集

石川県立歴史
博物館

2018.4
K069/25/018
-4

33
【特集】明治維新１５０年（「北國文華」７
５号）

北國新聞社 2018 郷土雑誌

タイトル 責任表示 出版者 出版年 請求記号

34
「加賀藩の政治過程と前田慶寧」宮下　和幸
‖著（『幕末維新の政治と人物　明治維新史
論集1 』収載）

明治維新史学会
‖編

有志舎 2016.9
210.58/1017
6

35
前田慶寧と幕末維新 最後の加賀藩主の「正
義」

徳田 寿秋‖著 北國新聞社 2007.12 K288.5/1069

36 加賀藩士族島田一良の反乱 野村 昭子‖著 北国出版社 1990.12 K289/359

37
紀尾井町事件 武士の近代と地域社会
[石川県立歴史博物館展示図録]

石川県立歴史博
物館‖編集

石川県立歴史
博物館

1999.4
K069/25/99-
1

38
明治前期の都市社会ー「城下町」の維新と
「武士」の近代　本康 宏史‖著（『講座明治
維新 7　明治維新と地域社会』収載）

明治維新史学会
‖編

有志舎 2013.4
210.61/1006
0/7

39 起業社の人々 前田村を開拓した金沢藩士たち 原田 英二‖著 原田英二 1992.3 K334/17

40 北の農士たち 前田村開拓130年によせて 花木 幹史‖著 花木幹史 2012.3 K334/1007

石川県の歴史

加賀藩の幕末　～武士から士族へ　・北海道開拓～
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タイトル 責任表示 出版者 出版年 請求記号

41
「屯田兵の北海道開拓と石川県人の活動」
（「金沢工業高等専門学校研究紀要」４号収
載）

森栄松‖著
金沢工業高等
専門学校

1969.3 郷土雑誌

タイトル 責任表示 出版者 出版年 請求記号

42 金沢の近代工芸史研究 明治・大正編
金沢美術工芸大
学美術工芸研究
所‖[編]

金沢美術工芸
大学美術工芸
研究所

1995.3 K750/36/1

43
金沢の近代工芸史研究 明治・大正編 補遺 金
沢漆器の動向

金沢美術工芸大
学美術工芸研究
所‖[編]

金沢美術工芸
大学美術工芸
研究所

1995.6 K750/36/1-H

44
開館15周年 工芸作品と図案 創造への思考
　[石川県立美術館展示図録]

石川県立美術館
‖編

石川県立美術
館

1999.1
K706.9/17/9
9-1

45
工業教育思想の研究 明治初年の納富介次郎と
金沢区工業学校

濱 太一‖著 橋本確文堂 2012.10 K507/1009

46
からくり師大野弁吉とその時代 技術文化と地
域社会

本康 宏史‖著 岩田書院 2007.12 K502/1003

47
九谷庄三展 九谷焼の殖産興業に貢献した名工
[石川県立美術館展示図録]

石川県美術館‖
編

石川県美術館 1975
K706.9/17/7
5-1

48 加賀象嵌職人 米沢弘安の人と作品 田中 喜男‖著 北国出版社 1974 K502.8/3

49 郷土工業物語 山森 青硯‖著 金沢印刷 1988.2 K502/14

50 長谷川準也君
和田 文次郎‖
著

小泉顕治 1921.10 K289/243

51 清水誠先生伝 本邦燐寸の創始者
松本 三都正‖
著

清水誠先生顕
彰会

1965 K289/110

52 津田米次郎伝 絹織機発明者
津田米次郎氏顕
彰会‖著

津田米次郎氏
顕彰会

1959.5 K289/61

53
かなざわ偉人物語 1巻 科学の進歩につくした
人びと

金沢こども読書
研究会‖編

金沢市立泉野
図書館

1997.2 K280/144/1

54
かなざわ偉人物語 3 教育や福祉の分野に活躍
した人びと

金沢こども読書
研究会‖編集

金沢市立泉野
図書館

2000.9 K280/144/3

55
かなざわ偉人物語 6 産業の分野に活躍した人
びと

金沢こども読書
研究会‖編集

金沢市立泉野
図書館

2006.11 K280/144/6

56
「「美術工芸」と輸出商―殖産興業の地域的
展開―」（『石川県立歴史博物館紀要』第３
号収載）

本康 宏史‖著
石川県立歴史
博物館

1990.3 郷土雑誌

タイトル 責任表示 出版者 出版年 請求記号

57
七尾軍艦所 七尾語学所のれきし 七尾港の夜
明けごろ

七尾市立図書館
‖編

七尾市商工観
光課

1966 K397/4

殖産興業～伝統工芸と近代工業へ～

近代教育の夜明け～お雇い外国人・宣教師・外国人が見た日本～
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タイトル 責任表示 出版者 出版年 請求記号

58
オーズボン紀行 侍の娘と結ばれた英人一家を
追って

今井 一良‖著 北国新聞社 1994.10 K289/420

59
パーシバル・オズボンと七尾語学所における
教え子たち

今井 一良‖著
日本英学史学
会

1983.10 K830/8

60 明治金澤の蘭方医たち 山嶋 哲盛‖著 慧文社 2005.7 K490.9/1002

61 北陸学院100年史　[通史]
北陸学院100年
史編集委員会‖
編

北陸学院 1990.3 K377.3/37/1

62 メリー・ヘッセルの生涯 女子教育の先駆者
梅染 信夫‖編
著 大隅 恵子‖
校閲

北陸学院短期
大学

2001.4 K289/1071

63 一外交官の見た明治維新 下(岩波文庫)
アーネスト・サ
トウ‖著 坂田
精一‖訳

岩波書店 1979
081.6/53/62
9-2

64 NOTO 能登・人に知られぬ日本の辺境

パーシヴァル・
ローエル‖著
宮崎 正明‖訳
著

十月社 1991.10 K291/44

65
「外国人の記述による幕末明治初期の郷土」 
（「江渟の久爾 」23号収載）

ロバート・Ｇ・
フラーシャム‖
著 ヨシコ・
Ｎ・フラーシャ
ム ‖著

江沼地方史研
究会

1978.4 郷土雑誌

66
「お雇い外国人考（一）」（「石川郷土史学
会々誌 」10号収載）

今井 一良 ‖著
石川郷土史学
会

1978.4 郷土雑誌

67
「お雇い外国人考（ニ）」（「石川郷土史学
会々誌 」11号収載）

今井 一良 ‖著
石川郷土史学
会

1978.11 郷土雑誌

68
「金沢藩鉱山教師デッケン 」（「石川郷土史
学会々誌 」34号収載）

吉田 國夫‖著
石川郷土史学
会

2001.12 郷土雑誌

69

「金沢最初のもう一つの異人館　スロイス居
館の変転と遺品の透彫り装飾　付・スロイ
ス、デッケン雇用の経緯と両夫妻にまつわる
エピソードなど 」（「石川郷土史学会々誌
」29号収載）

今井 一良 ‖著
石川郷土史学
会

1996.12 郷土雑誌



 

第 243回企画展示 

「明治 150 年～石川近代の夜明け～」 

 

  平成 30年 8月 1日 

編集 石川県立図書館展示委員会 

発行 石川県立図書館 
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